
　

東
京
都
計
量
協
会
は
、　
11

月
計
量
強
調
月
間
の
行
事
と

し
て
恒
例
の
「
計
量
記
念
日

の
つ
ど
い
」を

開
催
し
た
。計

量
関
係
功
労

者
の
表
彰
、計

量
強
調
月
間

の
標
語
の
発

表
、懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催

さ
れ
た
。

【
日
時
】2
0

1
9
年（
令
和

元
年
）　

月
8

11

日　

、　

時　

（金）
15

30

分
か
ら

【
会
場
】ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷

◇
記
念
式
典

【
会
場
／
時
間
】
2
階
、
芙

蓉
の
間
、　

時　

分
～　

時

15

30

16

　

分
45【

プ
ロ
グ
ラ
ム
】
①
開
会
②

会
長
あ
い
さ
つ
③
東
京
都
計

量
検
定
所
荒
木
所
長
あ
い
さ

つ
④
東
京
都
生
活
文
化
局
長

感
謝
状
伝
達
⑤
（
一
社
）
東

京
都
計
量
協
会
会
長
表
彰
⑥

受
賞
者
謝
辞
⑦
経
済
産
業
大

臣
表
彰
、
経
済
産
業
省
産
業

技
術
環
境
局
長
表
彰
お
よ
び

東
京
都
功
労
者
表
彰
報
告
⑧

東
京
都
計
量
管
理
研
究
部
会

計
量
管
理
強
調
月
間
標
語
優

秀
作
品
表
彰
⑨
来
賓
祝
辞

◇
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

【
会
場
／
時
間
】
3
階
、
珊

瑚
東
の
間
、　

時
～

17

　

来
賓
と
し
て
検
定
所
よ
り

荒
木
誠
所
長
、
千
葉
実
佐
子

副
所
長
、
団
体
か
ら
は
（
一

社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
秦

勝
一
郎
常
務
理
事
、（
一
社
）

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会

堀
井
茂
専
務
理
事
、
全
国
計

量
器
販
売
事
業
者
連
合
会
加

藤
覚
事
務
局
長
ら
が
臨
席
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

協
会
理
事
、
事
業
者
お
よ
び

協
会
職
員
等
懇
談
し
、
有
意

義
な
交
流
が
果
た
さ
れ
た
。

（
参
加
者　

名
）

85

　

今
年
の
表
彰
等
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
。

■ 
東
京
都
生
活
文
化
局
長

▽　

月　

日　

＝
理
事
会
開

10

11

（金）

催
。
9
月
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、
月
次
会
計
報
告
、
都

民
計
量
の
ひ
ろ
ば
に
つ
い

て
、
忘
年
会
に
つ
い
て
、
新

年
会
の
日
程
に
つ
い
て
。

▽　

日　

＝
都
計
協
理
事
会

18

（金）

出
席
。
▽　

日　

＝
関
東
甲

24

（木）

信
越
地
区
計
量
団
体
連
絡
協

議
会
出
席
。

▽　

月
1
日　

＝
都
民
計
量

11

（金）

の
ひ
ろ
ば
参
加
。ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
、景
品
を
差
し
上
げ
た

（
計
3
9
3
）。
計
量
記
念
日

全
国
大
会
出
席
。▽
7
日　

＝
（木）

東
京
計
量
士
会

◎
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
報
告

　
　

月
1
日
の
計
量
記
念
日

11
に
「
く
ら
し
と
計
量
～
正
し

い
計
量
で
世
界
と
未
来
を
支

え
よ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
都

民
計
量
の
ひ
ろ
ば
が
新
宿
駅

西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京

計
量
士
会
は
①
計
量
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
の
計
量
工
作
教

室
（
寒
暖
計
を
作
ろ
う
・
棒

は
か
り
を
つ
く
ろ
う
）
②
環

境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
で
の
地

中
熱
利
用
に
関
し
た
パ
ネ
ル

展
示
と
南
極
の
氷
の

展
示
③
欧
州
で
使
用

さ
れ
て
い
る
計
量
目

盛
り
線
入
り
グ
ラ
ス

の
展
示
を
担
当
し
た
。

本
年
度
も
計
量
工
作

教
室
で
は
、
参
加
者
が

自
身
で
作
っ
た
寒
暖

計
や
棒
は
か
り
は
各

自
が
正
確
さ
を
確
認
し
た

後
、
ご
自
宅
用
と
し
て
贈
呈

し
た
。

◎
適
正
計
量
管
理
主
任
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

（
計
量
管
理
検
討
・
勉
強
会
）

報
告

　
　

月　

日
に
東
京
都
、
東

11

26

京
都
計
量
協
会
計
量
管
理
研

究
部
会
、
東
京
計
量
士
会
と

の
共
催
で
令
和
元
年
度
計
量

技
術
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
令
和
元
年
6
月
に
経
済

産
業
省
か
ら
示
さ
れ
た
政
省

令
改
正
に
伴
う
計
量
制
度
の

見
直
し
の
動
向
と
適
正
計
量

管
理
事
業
所
に
お
け
る
自
動

は
か
り
の
届
出
に
関
す
る
東

京
都
生
活
文
化
局
計
量
検
定

事
業
所
の
部
＝　

三
越
伊
勢

（株）

丹特
別
功
労
者
の
部
＝
植
村
実

敏
（（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会
顧
問
）

職
務
奨
励
者
の
部
＝
▽
清
水

健
富
（（
一
社
）
東
京
都
計
量

協
会
計
量
士
）
▽
出
崎
隆

（（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

計
量
士
）

（
報
告
）

■
経
済
産
業
大
臣
表
彰
（
計

量
関
係
功
労
者
）
＝
印
南
武

雄
（
東
京
計
量
士
会
参
与
）

■
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環

境
局
長
賞
（
計
量
制
度
運
営

等
貢
献
者
）
＝
荒
川
敬
之

（（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

計
量
士
）

■ 
東
京
都
功
労
者
表
彰
＝

横
山
守
二
（（
一
社
）
東
京
都

計
量
協
会
副
会
長
）

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

消
費
者
へ
の
計
量
制
度
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、
都
内

の
区
市
町
村
等
の
自
治
体
が

実
施
す
る
消
費
生
活
展
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
い

る
。
今
年
度
も　

月
末
ま
で

11

に
、
福
生
、
昭
島
、
町
田
、

稲
城
の
5
市
と
練
馬
、豊
島
、

大
田
、
中
央
、
目
黒
、
世
田

谷
、
北
の
7
区
の
消
費
生
活

展
お
よ
び
砂
町
水
再
生
セ
ン

タ
ー
の
夏
休
み
子
供
フ
ェ

ア
、
江
東
区
民
ま
つ
り
中
央

ま
つ
り
、
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

東
京
2
0
1
9
に
出
展
し

た
。

　

各
会
場
で
は
、
手
の
感
覚

だ
け
で
1
0
0
グ
ラ
ム
分
の

豆
を
量
る
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム

を
実
施
し
、
来
場
者
に
計
量

を
実
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
、
5
月
に
改
定
さ
れ

た
質
量
の
新
定
義
周
知
の
た

め
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
原
器
（
レ

プ
リ
カ
）
や
定
義
改
定
の
パ

ネ
ル
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
ク
イ
ズ
を
実
施
す
る
な

ど
し
て
児
童
や
学
生
等
の
若

い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
の
出
展
予
定
は
、　
12

月
に
東
久
留
米
市
、多
摩
市
、

江
東
区
の
消
費
生
活
展
、
年

明
け
は
1
月　
　

･　

日　

17
（金）

18

（土）

「
新
宿
区
消
費
生
活
展
」、2

月　

日　
　

日　

「
立
川
市

15

（土）
16

（日）

消
費
生
活
展
」、
2
月　

日
26

　

・　

日　

「
文
京
区
消
費

（水）

27

（木）

生
活
展
」
へ
の
出
展
を
予
定

し
て
い
る
。
近
く
に
お
出
か

け
の
際
は
、
是
非
お
立
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

都
計
協
の
賀
詞
交
歓
会
を

以
下
の
と
お
り
開
催
す
る
。

【
日
時
】
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
年
1
月　

日　

、

17

（金）

　

時
～

17【
場
所
】
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
電
話
0
3－

3
2
6
8－

0
1
1
1
）

定
所
管
理
指
導
課
と
の
協
力

の
も
と
、
適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会
（
流
通
関

係
）
を
開
催
す
る
。

【
日
時
】
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
2
月
7
日　

、
9

（金）

時　

分
～　

時　

分

30

16

30

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
（
会
議
室
A
、
B
）

【
募
集
人
員
】　

名
30

【
内
容
】　

講
義
（
計
量
法

（1）

の
あ
ら
ま
し
と
適
正
計
量
管

理
事
業
所
制
度
に
つ
い
て
）

　

筆
記
試
験
（
講
義
内
容
に

（2）つ
い
て
）　

年
末
期
商
品
量

（3）

目
立
入
検
査
結
果
お
よ
び
食

品
表
示
法
関
連
事
項
に
つ
い

て　

商
品
量
目
の
検
査
方
法

（4）
（
実
習
）　

筆
記
試
験
の
解

（5）

説
お
よ
び
講
評
（
筆
記
試
験

合
格
者
へ
東
京
都
計
量
検
定

所
よ
り
認
定
書
授
与
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
】（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
（
竹
添
）
＝
電
話
0
3－

6
6
6
6－

8
9
6
0
、
電

子
メ
ー
ルm

-tak
ezoe@

tok
eik
y
o.or.jp

　
（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
は
、
検

計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
開
催

計
量
関
係
功
労
表
彰
授
賞
式

都計協

都
計
協

賀
詞
交
歓
会

1
月　

日
、　

時
か
ら

17

17

感
謝
状

個
人
の
部
＝
▽
平
野
敦
（　
（有）

ア
サ
ヒ
計
量
器
製
作
所
代
表

取
締
役
）、
▽
光
山
武
志
（　
（株）

タ
ツ
ノ
東
京
支
社
サ
ー
ビ
ス

担
当
部
長
）▽
山
口
精
一（　
（株）

ワ
ー
ク
衡
業
代
表
取
締
役
）

▽
山
本
浩
之
（　

イ
シ
ダ
東

（株）

京
支
社
営
業
管
理
部
次
長
）

■ 
（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
会
長
表
彰

経
営
者
の
部
＝
▽
田
中
増
七

（
千
葉
ス
ケ
ー
ル
テ
ク
ノ　
（株）

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）

▽
橋
崎
覚
（　

四
葉
メ
ー

（有）

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締

役
）
▽
三
田
村
義
崇
（
日
本

計
量
器
工
業　

代
表
取
締

（株）

役
）

従
業
員
の
部
＝
▽
荒
木
宏
長

（　

東
京
ミ
ュ
ー
精
器
専
務

（株）
取
締
役
）
▽
大
木
朗
（　

高
（株）

島
屋
総
務
部
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
室
品
質
管
理
）
▽

大
濱
友
章
（（
一
社
）
東
京
都

都
計
協

適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会

（
流
通
関
係
）開
催

No.270
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地
域
の
消
費
生
活
展
に
出
展

消費生活展風景

計
量
協
会
計
量
士
）
▽
崎
山

達
司
（（
一
財
）
日
本
穀
物
検

定
協
会
関
西
神
戸
支
部
長
）

▽
桜
本
浩
幸
（
山
本
計
器
製

造　

第
一
製
造
課
課
長
代

（株）
理
）
▽
新
國
誠
治
（　

オ
ー

（株）

バ
ル
執
行
役
員
サ
ー
ビ
ス
部

門
部
長
）
▽
三
澤
謙
一
（
山

本
計
器
製
造　

製
品
管
理
課

（株）

主
任
）

東京都計量協会の「計量記念日のつどい」のようす

東京都生活文化局長感謝状伝達

清宮会長

Ｉ
Ｄ
：
5
1
3
7

Ｐ
Ｗ
：
e
b
z
y
m
r
2
e

荒木所長

部
会
・
団
体

だ
よ
り

都民計量のひろばのようす

日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合

所
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

◎
設
立　

周
年
記
念
行
事
な

20

ら
び
に
新
年
賀
詞
交
換
会
の

お
知
ら
せ

【
日
時
】
2
0
2
0
（
令
和

2
年
1
月　

日　

、　

時
～

24

（金）

16

【
会
場
】
リ
ュ
ド
ビ
ン
テ
ー

ジ
目
白
3
階
「
グ
レ
ー
ス
の

間
」豊
島
区
目
白
2－

　

－39

1
、電
話
0
3－

5
4
6－

1
3
2
1

【
交
通
】
J
R
山
手
線
目
白

駅
よ
り
徒
歩
1
分

【
申
込
】
F
A
X
ま
た
は
E

メ
ー
ル
（tok

eisi@
tok
e

ik
y
o.or.jp

）
に
て
受
付

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

理
事
会
開
催
。　

月
理
事
会
議

10

事
録
の
確
認
、
月
次
会
計
報

告
、　

月　

日
関
東
甲
信
越
地

10

24

区
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
の

報
告
、　

月
1
日
都
民
計
量
の

11

ひ
ろ
ば
の
報
告
、計
量
記
念
日

全
国
大
会
の
報
告
、新
年
会
の

日
程
決
定
。

▽
8
日　

＝
計
量
記
念
日
の

（金）

つ
ど
い
出
席
。
組
合
員
横
山

守
二
氏
（　

東
亜
計
器
製
作

（株）

所
）
が
東
京
都
功
労
者
表
彰

を
、
組
合
員
平
野
敦
氏
（　
（有）

ア
サ
ヒ
計
量
器
製
作
所
）
が

東
京
都
生
活
文
化
局
長
感
謝

状
を
、
組
合
員
三
田
村
義
崇

氏
（
日
本
計
量
器
工
業　

）
（株）

が
東
京
都
計
量
協
会
会
長
表

彰
を
受
け
た
。

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
高
田
慎
吾
▽

高
松
宏
之
▽
竹
内
芳
和
▽
竹

添
雅
雄
▽
田
中
正
憲
▽
奈
良

広
一
▽
物
江
稔
▽
山
本
研
一

▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0



　
　

月
1
日
の
計
量
記
念
日

11
に
、都
内
の
計
量
関
係
団
体
、

企
業
お
よ
び
計
量
検
定
所
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
主
催

の
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

を
開
催
し
た
。こ
の
催
し
は
、

都
民
に
楽
し
み
な
が
ら
計
量

制
度
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年　
11

月
1
日
の　

時　

分
か
ら　

10

30

16

時
ま
で
、
新
宿
駅
西
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開
催

し
て
い
る
。

　

今
年
は「
く
ら
し
と
計
量
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、「
正
し

い
計
量
で
世
界
と
未
来
を
支

え
よ
う
！
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

と
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
と

計
量
と
の
繋
が
り
が
実
感
で

き
る
よ
う
、「
健
康
と
計
量
」、

「
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と
計

量
」、「
環
境
と
計
量
」、「
食

品
と
計
量
」、「
計
量
相
談
」、

「
計
量
体
験
」
の
6
つ
の

コ
ー
ナ
ー
と
「
ス
テ
ー
ジ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」を
設
け
た
。

加
え
て
、
来
年
に
迫
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
す

る
展
示
も
お
こ
な
っ
た
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
主
な
展
示

内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
健
康
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

従
来
の
血
圧
、
体
重
・
体
脂

肪
率
、
骨
強
度
の
無
料
測
定

に
新
た
に
血
管
年
齢
の
測
定

を
追
加
し
、
例
年
以
上
の
人

気
を
博
し
て
い
た
。

▽
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と
計

量
コ
ー
ナ
ー
＝
水
道
、ガ
ス
、

電
気
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
計

量
器
を
展
示
し
、
来
場
者
に

各
計
量
器
の
動
作
の
仕
組
み

な
ど
を
分
か
り
易
く
解
説
し

た
。
ま
た
、
関
係
す
る
相
談

も
受
け
付
け
た
。

▽
環
境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
C

O
2

等
の
計
測
機
器
の
展
示
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る

パ
ネ
ル
お
よ
び
南
極
の
氷
を

展
示
し
た
。
来
場
者
に
環
境

に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
お
こ
な

う
な
ど
、
環
境
計
量
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
。

▽
食
品
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

身
近
な
飲
食
物
の
糖
度
や
塩

分
、
温
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
度

を
測
定
し
、
測
定
結
果
を
来

場
者
が
確
認
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
特
定
計
量
器
に
加

わ
っ
た
自
動
は
か
り
を
紹
介

す
る
な
ど
、
多
く
の
来
場
者

の
興
味
を
引
い
て
い
た
。

▽
計
量
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
計

量
全
般
の
相
談
受
付
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
す
る
パ
ネ
ル
等

展
示
や
グ
ッ
ズ
の
配
布
お
よ

び
定
義
が
改
定
さ
れ
た
S
I

単
位
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
キ

ロ
グ
ラ
ム
原
器
の
レ
プ
リ
カ

展
示
を
お
こ
な
い
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て
い
た
。

▽
計
量
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝

「
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム
」で
は
、

豆
を
見
本
と
比
較
し
て
手
の

感
覚
だ
け
で
1
0
0
グ
ラ
ム

に
調
整
す
る
「
1
0
0
グ
ラ

ム
に
挑
戦
」
ゲ
ー
ム
を
、
今

年
も
実
施
し
た
。参
加
者
は
、

手
の
感
覚
の
曖
昧
さ
と
、
は

か
り
の
正
確
さ
の
重
要
性
を

実
感
し
て
い
た
。
1
0
0
グ

ラ
ム
近
く
に
計
量
で
き
る

と
、大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
、

会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

　
「
計
量
工
作
」
で
は
、
計
量

士
が
講
師
と
な
り
、
参
加
者

が
棒
は
か
り
や
寒
暖
計
の
工

作
を
お
こ
な
っ
た
。
参
加
者

は
、
自
分
で
作
っ
た
棒
は
か

り
や
寒
暖
計
の
正
確
さ
に
感

心
し
て
い
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　

正
派
邦
楽
会
に
よ
る 
箏 
と

こ
と

ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

「
マ
リ
ン
バ
・
デ
ュ
オ　

な

つ
か
よ
」
に
よ
る
マ
リ
ン
バ

の
生
演
奏
で
は
、
会
場
に
響

き
渡
る
音
色
に
、
多
く
の
来

場
者
や
通
行
者
が
足
を
止
め

て
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
来
年
度
も

計
量
記
念
日
に
同
会
場
で
開

催
予
定
。
是
非
、
参
加
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】　

イ
シ
ダ
、

（株）

（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、　

タ
ニ
タ
、

（株）

　

寺
岡
精
工
、（
一
社
）
東
京

（株）科
学
機
器
協
会
、
東
京
都
環

境
計
量
協
議
会
、
東
京
計
量

士
会
、
東
京
都
計
量
証
明
事

業
協
会
、
東
京
都
水
道
局
、

（
一
社
）
日
本
海
事
検
定
協

会
、
日
本
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工

業
会
関
東
支
部
、
日
本
硝
子

計
量
器
工
業
協
同
組
合
、（
一

社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
、

（
一
財
）
日
本
穀
物
検
定
協

会
関
東
支
部
、
日
本
電
気
計

器
検
定
所
、　

松
屋
、（
一
社
）

（株）

東
京
都
計
量
協
会
、
東
京
都

計
量
検
定
所（
以
上　

団
体
）
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計
量
記
念
日
行
事

「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」開
催

都検定所

▽
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
＝
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
計
量

マ
ジ
ッ
ク
」
お
よ
び
「 
箏 
」

こ
と

と
「
マ
リ
ン
バ
」
の
演
奏
を

お
こ
な
っ
た
。

　

計
量
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
計

量
管
理
研
究
部
会
の
有
志
が

軽
妙
な
ト
ー
ク
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露

し
、
観
覧
者
か
ら
喝
采
を
浴

び
て
い
た
。

ガスと計量のコーナー

（第三種郵便物認可）（7） 2019年（令和元年）12月15日（日）第3268・69号

健康と計量のコーナー

食品と計量のコーナー

計量マジック

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、東
京
計
量
士
会
、（
一
社
）

東
京
都
計
量
協
会
、（
一
社
）

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
お
よ
び
日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合
と
協
定
を
結

び
、
計
量
関
係
の
学
習
支
援

を
す
る
事
を
目
的
と
し
た

「
出
前
計
量

教
室
」（
小
学

4
年
生
か
ら

6
年
生
対
象
）

を
実
施
し
て

い
る
。

　

今
年
度
は
、

　

月
末
ま
で
に
4
校
の
小
学

11校
で
実
施
し
、
4
3
2
名
の

児
童
が
参
加
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
お
も
し
ろ

か
っ
た
」
が
大
多
数
で
、「
身

の
ま
わ
り
に
い
ろ
ん
な
「
計

量
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
面
白
か
っ
た
。」
や
「
計
量

を
意
識
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
知
ら
な
い
単
位
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。」等
の
普
及
啓
発
の
効
果

を
実
感
で
き
る
感
想
を
多
数

受
け
た
。

　

ま
た
、
参
加
校
の
教
員
か

ら
は
、「
自
分
た
ち
で
作
っ
た

は
か
り
が
正
確
に
で
き
て
い

る
か
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ

ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。」等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
実
技
を
通
し
て
、

計
量
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら

え
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
の
出
前
計
量
教
室
は

来
年
3
月
末
ま
で
実
施
し
、

総
数　

校
・
9
8
8
名
の
参

12

加
を
予
定
し
て
い
る
。

2
0
1
9
年
度（
令
和
元
年
度
）

出
前
計
量
教
室
中
間
報
告

授業風景

印
南
武
雄 
氏

（
い
ん
な
み
・
た
け
お
）

東
京
計
量
士
会
参
与

▽
1
9
4
1
年（
昭
和　

年
）

16

　

月
2
日
生
。
東
京
都
出
身

12▽
1
9
6
3
年（
昭
和　

年
）

38

3
月
明
治
大
学
卒
業

（
職
歴
）

▽
東
京
都
計
量
検
定
所
部
門

課
長
・
統
括
課
長
お
よ
び
参

事
▽　

日
本
計
量
振
興
協
会

（社）

常
務
理
事
▽
東
京
都
石
油
業

協
同
組
合
計
量
士

（
公
職
歴
）

▽
国
際
化
調
査
対
応
研
究
委

員
会
委
員
▽
計
量
法
改
正
時

（
1
9
9
3
年
〔
平
成
5

年
〕）の
各
種
W
G
委
員
▽
計

量
行
政
審
議
会
臨
時
委
員
▽

通
商
産
業
省
計
量
教
習
所
講

師
（
技
術
法
令
）

（
団
体
役
員
歴
）

▽
東
京
計
量
士
会
会
長

（
功
労
お
よ
び
表
彰
）

▽
1
9
8
9
年（
平
成
元
年
）

　

月
東
京
都
知
事
職
員
表
彰

10▽
1
9
9
0
年（
平
成
2
年
）

　

月
東
京
都
知
事
永
年
勤
続

11者
表
彰
▽
1
9
9
8
年
（
平

成　

年
）　

月
通
商
産
業
省

10

11

計
量
関
係
地
方
公
務
員
永
年

勤
続
者
表
彰
▽
2
0
0
0
年

（
平
成　

年
）
5
月
東
京
都

12

知
事
幹
部
職
員
表
彰
▽
2
0

1
0
年
（
平
成　

年
）
5
月

22

　

日
本
計
量
振
興
会
感
謝
状

（社）▽
2
0
1
4
年（
平
成　

年
）
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5
月
（
一
社
）
日
本
計
量
振

興
協
会
感
謝
状

◇
表
彰
の
栄
に
浴
し
て

　

計
量
記
念
日
全
国
大
会
に

お
い
て
経
済
産
業
大
臣
表
彰

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
計

量
関
係
行
政
機
関
を
は
じ
め

計
量
士
会
、
計
量
協
会
、
多

く
の
皆
様
方
の
御
指
導
御
鞭

撻
の
御
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
計
量
生
活
の
多
く

は
、
地
方
公
務
員
や
団
体
職

員
と
し
て
計
量
法
の
改
正
に

深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

1
9
9
2
年
（
平
成
4
年
）

の
大
改
正
で
は
、
都
道
府
県

行
政
協
議
会
の
事
務
局
を
担

当
し
、
国
と
の
窓
口
、
連
絡

調
整
、
法
改
正
に
対
す
る
行

政
協
議
会
の
意
見
要
望
の
取

り
纏
め
等
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。
政
省
令
の
改
正
で

も
上
記
に
加
え
、
指
定
製
造

事
業
者
、
特
定
計
量
器
の
技

術
基
準
見
直
し
等
の
各
種
W

G
の
委
員
等
を
務
め
て
き
ま

し
た
。
地
方
分
権
へ
の
移
行

時
は
、　

回
を
超
え
る
計
量

20

法
解
釈
検
討
委
員
会
で
統
一

解
釈
が
決
定
さ
れ
、
ま
た
、

行
政
手
続
き
に
基
づ
く
事
務

処
理
の
検
討
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
さ
ま
ざ
ま

な
事
案
の
対
応
で
毎
晩
遅
く

ま
で
延
々
と
仕
事
に
追
わ
れ

な
が
ら
、
よ
く
無
事
に
来
ら

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
国
を
始
め
他
県
等
の

人
々
に
多
く
の
知
己
を
得
た

の
は
非
常
に
大
き
な
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2

0
0
5
年
（
平
成　

年
）
か

17

ら
の
4
年
間
で
は
、
計
量
行

政
審
議
会
の
臨
時
委
員
を
務

め
ま
し
た
。
毎
年
お
こ
な
っ

印
南
氏
が
大
臣
表
彰
を
受
賞

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
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経
済
産
業
大
臣
表
彰　

計
量
関
係
功
労
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

て
い
る
計
量
士
大
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
の
計
量
士
の

意
見
要
望
を
伝
え
、
制
度
改

正
に
一
部
反
映
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
社
し
た
日
本
計
量
振
興

協
会
は
、
統
合
し
た
て
で
あ

り
一
体
感
が
な
く
財
政
基
盤

が
ぜ
い
弱
で
、
ベ
テ
ラ
ン
幹

部
が
退
職
す
る
等
の
混
乱
時

期
で
あ
り
、
ひ
と
つ
一
つ
の

事
業
も
一
か
ら
考
え
な
が
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
し
た
。
理
事
の
意
見
や

先
人
の
実
績
を
踏
ま
え
、
さ

ま
ざ
ま
に
寄
せ
ら
れ
る
要
請

に
応
え
統
合
団
体
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
の
構
築
、
人
が
集

ま
る
組
織
、
財
政
基
盤
が
少

し
で
も
確
か
と
な
る
事
業
を

目
指
し
ま
し
た
。
計
量
記
念

日
全
国
大
会
は
国
と
組
織
委

員
会
が
共
催
す
る
方
式
に
、

計
量
管
理
・
計
量
士
制
度
発

足　

周
年
を
記
念
し
開
催
し

50
た
大
会
は
好
評
で
、
そ
の
後

計
量
士
大
会
と
し
て
毎
年
継

続
し
て
開
催
し
、
今
に
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
郵

政
公
社
の
計
量
管
理
業
務
の

受
託
に
際
し
て
は
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
に
よ
る
検
討
を
進
め
ま
し

た
。
あ
る
時
期
に
某
委
員
か

ら
私
に
「
辞
め
る
な
よ
。」
と

念
を
押
さ
れ
、
そ
の
本
意
が

分
か
っ
た
の
は
後
々
の
こ
と

で
、
当
初
は
そ
の
困
難
さ
を

夢
想
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
仕
事
を
共
に

し
、
助
け
ら
れ
て
き
た
仲
間

達
や
、
励
ま
し
や
協
力
、
指

導
等
を
頂
い
た
多
く
の
方
々

に
厚
く
御
礼
申
し
挙
げ
ま

す
。
今
後
と
も
微
力
な
が
ら

計
量
界
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
支
援
、
御

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。



定
（M

u
ltilateralR

ec

o
g
n
itio
n
A
rran

g
e
m

e
n
t

：M
L
A

　

以
下
I
A

F
／
M
L
A
）
と
い
う
枠
組

み
を
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い

る
。

　

認
定
機
関
が
M
R
A
／
M

L
A
署
名
認
定
機
関
に
な
る

た
め
に
は
、
4
年
ご
と
の
相

互
評
価
を
受
け
、
認
め
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
。
M
R
A
／

M
L
A
署
名
機
関
と
な
る

と
、
そ
の
認
定
機
関
が
認
定

し
た
試
験
所
／
認
証
機
関
に

よ
る
試
験
／
認
証
結
果
が
晴

れ
て
世
界
中
で
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

　

日
本
に
は
、
M
R
A
／
M

L
A
署
名
認
定
機
関
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
適

合
性
認
定
協
会
（
J
A
B
）、

独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技

術
基
盤
機
構
（
N
I
T
E
）

認
定
セ
ン
タ
ー
（
I
A
J
a

p
a
n
）、株
式
会
社
電
磁
環

境
試
験
所
認
定
セ
ン
タ
ー

（
V
L
A
C
）、情
報
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
定
セ
ン

タ
ー
（
I
S
M
S－

A
C
）

な
ど
、
複
数
の
認
定
機
関
が

存
在
す
る
。
一
方
、
欧
州
で

は
、
一
国
一
認
定
機
関

に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

日
本
国
内
で
認
定
を
提

供
し
て
い
る
外
国
の
認

定
機
関
も
複
数
あ
る
。

　

I
L
A
C
、
I
A
F

に
対
し
て
地
域
機
関
が

あ
り
、
第
3
図
に
あ
る

よ
う
に
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
認
定
協
力
機
構（A

s

ia
P
acific

A
ccre

d
itatio

n
C
o
o
p
e
r

atio
n
;
A
P
A
C

）、

欧
州
の
欧
州
認
定
協
力
機
構

（E
u
rop
ean
C
oop
er

ation
for
A
ccreditat

ion

：E
A

）、
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
米
州
認
定
協
力
機
構（I

n
te
r
A
m
e
rican

A
cc

reditation
C
oop
erat

io
n
,
IA
A
C

）
等
を
示
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
国
際
機
関

で
あ
る
I
L
A
C
／
I
A
F

に
相
互
承
認
グ
ル
ー
プ
と
し

て
承
認
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
地
域
機
関
に
属
す
る
認

定
機
関
に
と
っ
て
そ
の
地
域

機
関
で
の
相
互
承
認
に
署
名

が
許
さ
れ
れ
ば
、
I
L
A
C

－

M
R
A
、
I
A
F－

M
L

A
の
署
名
資
格
も
得
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
。

　

I
L
A
C－

M
R
A
、
I

A
F－

M
L
A
署
名
機
関
の

認
定
機
関
が
認
定
し
た
試
験

所
／
認
証
機
関
に
よ
る
試
験

／
認
証
結
果
な
ら
ば
、
世
界

中
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
「O

n
e
stop

te
stin
g

」
あ
る
い
は
「C

ertified
on
ce,
accep

ted
ev
ery
w
h
ere

」
と

い
う
。
こ
れ
が
、
M
R
A
／

M
L
A
署
名
認
定
機
関
か
ら

認
定
を
受
け
る
意
味
で
あ

り
、
国
あ
る
い
は
特
定
の
業

界
団
体
に
限
定
さ
れ
な
い
、

第
三
者
に
よ
る
能
力
の
審
査

の
結
果
を
世
界
中
で
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
現
実
は
ま
だ
ま
だ

そ
の
完
全
な
実
現
は
限
定
的

で
あ
る
。
次
回
で
は
規
制
の

分
野
に
お
い
て
、
別
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
既
に
国
際
的
な
受

け
入
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
C
B
ス
キ
ー
ム
を

紹
介
す
る
。

認
定
機
関
と
適
合
性

評
価
結
果
の
受
け
入
れ

　

前
回
ま
で
で
、
認
証
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
適

合
性
評
価
活
動
の
紹
介
を
お

こ
な
っ
て
き
た
。
今
回
か
ら

は
、
そ
の
よ
う
な
適
合
性
評

価
活
動
の
信
頼
性
を
購
入
者

側
と
供
給
者
側
に
対
し
て
い

か
に
担
保
す
る
か
の
観
点
か

ら
、
ま
ず
は
認
定
機
関
を
と

り
あ
げ
る
。

　

前
回
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

セ
ク
タ
ー
規
格
と
そ
れ
に
か

か
わ
る
活
動
を
紹
介
し
て
き

た
。
欧
米
の
自
動
車
業
界
団

体
で
あ
る
I
A
T
F
に
お
い

て
は
部
品
の
供
給
者
に
対
す

る
認
証
規
格
を
業
界
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
I
A
T
F 

1
6
9
4
9
と
い
う
規
格
を

自
ら
作
り
、認
証
機
関

を
「
指
定
」
ま
で
し
て

い
る
。こ
の「
指
定
」は

特
定
の
認
証
機
関
を

信
頼
で
き
る
も
の
と

し
て
い
る
わ
け
で
、実

は
認
定
機
関
の
役
割

に
と
て
も
近
い
。で
は

そ
も
そ
も
、認
定
機
関

は
な
ぜ
必
要
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、

認
定
の
対
象
と
な
る

適
合
性
評
価
活
動
と

は
何
だ
っ
た
ろ
う
か

復
習
し
て
み
た
い
。J

I
S
Q
1
7
0
0

0
：
2
0
0
5
に
よ
る
と
、

適
合
性
評
価
と
は
「
製
品
、

プ
ロ
セ
ス
、
要
員
ま
た
は
機

関
に
関
す
る
規
定
要
求
事
項

が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

実
証
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
分
野
の
例
と
し
て
、試
験
、

検
査
、
認
証
お
よ
び
適
合
性

評
価
機
関
の
認
定
が
含
ま
れ

る
。
認
定
の
対
象
を
理
解
す

る
の
に
は
、
今
ま
で
た
び
た

び
見
て
き
た
、
部
品
の
供
給

者
と
購
入
者
の
図
に
認
定
機

関
を
加
え
た
図
1
を
見
れ
ば

よ
い
。

　

部
品
の
購
入
者
に
と
り
、

信
頼
性
の
あ
る
部
品
が
安
定

的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
必

須
で
あ
る
。
購
入
者
は
そ
の

部
品
の
生
産
ラ
イ
ン
で
使
わ

れ
る
社
内
ゲ
ー
ジ
に
は
正
し

い
目
盛
り
が
つ
い
て
い
る
こ

と
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
そ
の

目
盛
り
は
国
際
単
位
系
S
I

に
基
づ
い
た
も
の
で
な
い
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
部
品
の
調
達

あ
る
い
は
製
品
の
生
産
は
不

可
能
に
な
る
。
こ
れ
を
満
足

さ
せ
る
の
に
は
、「
信
頼
で
き

る
」
校
正
機
関
に
よ
り
参
照

器
に
目
盛
り
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
（
す
な
わ
ち
校
正
）
を

要
求
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
お

墨
付
き
を
与
え
る
枠
組
み
が

認
定
機
関
に
よ
る
校
正
機
関

の
認
定
で
あ
る
。
ま
た
、
部

品
の
購
入
者
は
部
品
の
代
表

的
サ
ン
プ
ル
が
要
求
を
満
た

す
か
否
か
の
試
験
が
生
産
者

自
身
だ
け
で
な
く
、
信
頼
の

で
き
る
第
三
者
試
験
所
に

よ
っ
て
も
お
こ
な
わ
れ
そ
の

結
果
が
合
格
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
第
三
者
試
験
所
が

「
信
頼
で
き
る
」
こ
と
を
担

保
す
る
主
体
が
認
定
機
関
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
部
品
の

購
入
者
は
部
品
の
製
造
者
組

織
の
生
産
シ
ス
テ
ム
が
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
I

S
O 
9
0
0
1
に
基
づ
い

て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
審
査
を
お

こ
な
う
認
証
機
関
が
組
織
の

問
題
を
見
抜
く
、
正
し
く
認

証
を
お
こ
な
う
能
力
の
あ
る

機
関
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す

る
の
も
認
定
機
関
で
あ
る
。

図
2
に
、
そ
の
よ
う
に
適
合

性
評
価
機
関
を
認
定
す
る
機

関
自
身
が
満
た
す
べ
き
基
準

と
、
対
象
の
適
合
性
評
価
機

関
が
満
た
す
べ
き
規
格
を
挙

げ
た
。

　

認
定
機
関
自
体
は
I
S
O

／
I
E
C　

1
7
0
1
1

『
適
合
性
評
価
／
適
合
性
評

価
機
関
の
認
定
を
行
う
機
関

に
対
す
る
一
般
要
求
事
項
』

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
方
認
定
機
関
は
例
え

ば
試
験
所
に
対
し
て
は
、
試

験
所
が
満
た
す
べ
き
基
準
で

あ
る 
I
S
O
／
I
E
C 
1

7
0
2
5
『
試
験
所
及
び
校

正
機
関
の
能
力
に
関
す
る
一

般
要
求
事
項
』に
基
づ
い
て
、

そ
の
能
力
を
認
定
す
る
。
認

定
で
は
、
特
に
公
平
性
が
求

め
ら
れ
、
利
益
相
反
を
避
け

る
た
め
認
定
機
関
は
適
合
性

評
価
機
関
の
業
務
を
お
こ
な

わ
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
図
2
に
あ
る
よ
う
に

適
合
性
評
価
機
関
（C

on
fo

rm
ity
A
sse
ssm
e
n
t

B
ob
y

）
よ
り
一
段
上
の
階

層
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
認
定
は
、
通
常
、
非
営

利
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
認

定
機
関
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
る
。

　

こ
こ
で
、当
然
読
者
は「
な

ぜ
認
定
機
関
の
認
定
結
果
を

信
用
で
き
る
の
か
？
」
あ
る

い
は
、「
す
べ
て
の
認
定
機
関

は
信
用
で
き
る
の
か
？
」
と

い
う
疑
問
を
持
つ
に
違
い
な

い
。
認
定
機
関
に
つ
い
て
、

そ
の
能
力
を
審
査
す
る
上
位

機
関
は
無
い
。
し
か
し
、
認

定
活
動
を
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
も
の
と
す
る
た
め
、
国

際
試
験
所
認
定
協
力
機
構（I

n
tern
ation

alL
abora

to
ry
A
ccre

d
itatio

n

C
oop
eration

：
以
下
I

L
A
C
）
と
国
際
認
定

フ
ォ
ー
ラ
ム
（In

tern
ati

o
n
alA
ccre

d
itatio

n

F
o
ru
m

：
以
下
I
A
F
）

の
2
つ
の
国
際
機
関
に
よ
る

認
定
機
関
同
士
に
よ
る
相
互

評
価
の
シ
ス
テ
ム
が
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　

図
2
に
は
右
側
の
試
験
所

認
定
を
す
る
認
定
機
関
と
、

左
側
の
認
証
機
関
を
認
定
す

る
認
定
機
関
に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
対
応
す
る
国
際
機
関

を
記
し
た
が
、
I
L
A
C 
は

相
互
承
認
取
決
（M

u
tu
al

R
e
co
g
n
itio
n
A
rran

g
e
m
e
n
t

：M
R
A
,

以
下

I
L
A
C
／
M
R
A
）
を
、

I
A
F
は
国
際
相
互
承
認
協

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（15）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

図1　適合性評価活動と認定機関

図2　適合性評価機関と認定機関が従う規格

図3　世界をカバーするIAF-MLAとILAC-MRA

と
う
き
ょ
う
の
計
量
⑥
⑦
面
の
つ
づ
き

（第三種郵便物認可） 2019年（令和元年）12月15日（日）（8）第3268・69号



精
密
計
量
器

の
製
造
、
販

売
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
手

掛
け
る
。
お

客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ

た
低
床
フ
ロ

ア
ス
ケ
ー
ル

や
多
機
能
型

計
量
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
、

コ
ン
パ
ク
ト

型
計
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

製
作
や
改
造
等
の
要
求
に
も

応
え
て
く
れ
る
。
改
造
例
で

は
、
竿
式
の
は
か
り
を
ロ
ー

ド
セ
ル
方
式
に
し
た
り
重
量

物
を
載
せ
る
ハ
ン
ド
パ
レ
ッ

ト
を
計
量
器
化
に
し
た
り
と

多
種
多
様
だ
。
お
客
様
の
立

場
に
立
っ
て
商
品
設
計
を
手

掛
け
る
ユ
ー
ザ
ー
マ
イ
ン
ド

の
強
い
企
業
だ
。

　

最
後
は
1
9
8
6
年
（
昭

和　

年
）
創
業
の
、
株
式
会

61
社
ワ
ー
ク
衡
業
。
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
は
代
表
の
山
口
様
。
工

業
用
、
産
業
用
は
か
り
の
製

造
、
販
売
、
修
理
、
設
置
を

手
掛
け
る
同
社
は
、
中
で
も

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
を
得
意

と
し
独
自
の
W
T
S
（
ワ
ー

ク
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
と
い
う
計
量
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
い
る
。
こ
れ

は
従
来
汎
用
性
が
無

か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
に
P
C
を
中
心

と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
周
辺
機

器
（
指
示
計
、
カ
メ
ラ
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
）
の

取
り
付
け
や
交
換
が
手

軽
に
お
こ
な
え
過
分
な

手
間
と
費
用
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
だ
。
さ
ら
に
リ
モ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能
も
備
え

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
通
信
環
境

が
あ
れ
ば
遠
隔
で
エ
ラ
ー
障

害
の
確
認
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
更

新
等
の
操
作
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
の
設
置
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
各
地
に
出
張
を
お
こ
な
う

な
ど
、
小
回
り
の
利
く
企
業

で
あ
る
。

　

以
上
、
各
社
持
ち
時
間

の
プ
レ
ゼ
ン
を
終
え
質

疑
応
答
を
お
こ
な
い
本

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終

了
し
た
。
終
了
後
、
希
望

者
の
参
加
で
懇
親
会
を

お
こ
な
い
引
き
続
き
情

報
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

▽
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ジ
株

式
会
社
＝
代
表
：
西
清

志▽
太
陽
計
器
株
式
会
社

＝
代
表
：
石
井
康
二

▽
株
式
会
社
東
京
ミ
ュ
ー
精

器
＝
代
表
：
吉
田
茂

▽
株
式
会
社
ワ
ー
ク
衡
業
＝

代
表
：
山
口
精
一

【
1
月
8
日　

】
（水）

▽
計
量
団
体
・
業
界
・
機
関

合
同
賀
詞
交
歓
会
＝　

時
、

11

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門
（
東
京
都
千
代
田
区
隼

町
）

▽
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

＝　

時　

分
、
ク
ラ
ブ
関
東

13

15

（
東
京
都
千
代
田
区
大
手

町
）

▽
包
装
界
合
同
新
年
会
＝　
14

時
、
ホ
テ
ル
椿
山
荘
（
東
京

都
文
京
区
関
口
）

【
1
月
9
日　

】
（木）

▽
日
本
圧
力
計
温
度
計
工
業

会
＝　

時
、
主
婦
会
館
プ
ラ

12

ザ
エ
フ
（
東
京
都
千
代
田
区

六
番
町
）

【
1
月　

日　

】

10

（金）

▽
兵
庫
県
計
量
協
会
＝
1
6

時
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

（
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
波

止
場
町
）

▽
奈
良
県
計
量
連
合
会
＝　
18

時　

分
、
飛
鳥
荘
（
奈
良
県

30
奈
良
市
高
畑
町
）

▽
日
本
環
境
測
定
分
析
協
会

＝　

時　

分
、
東
海
大
学
校

17

30

友
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
）

【
1
月　

日　

】

15

（水）

▽
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合

会
＝　

時　

分
か
ら
講
演

11

30

会
、　

時　

分
か
ら
交
歓
会
、

12

40

明
治
記
念
館
（
東
京
都
港
区

元
赤
坂
）

▽
日
本
包
装
機
械
工
業
会
・

日
本
包
装
リ
ー
ス
＝　

時
、

14

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
）

▽
日
本
科
学
機
器
協
会
＝　
16

時
か
ら
講
演
会
、　

時　

分

17

30

か
ら
交
歓
会
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
（
東
京

都
港
区
高
輪
）

【
1
月　

日　

】

16

（木）

▽
神
奈
川
県
計
量
協
会
＝　
15

時
、
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜
（
神

奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下

町
）

▽
静
岡
県
計
量
協
会
＝　
16

時
、
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
（
静

岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
）

【
1
月　

日　

】

17

（金）

▽
日
本
精
密
測
定
機
器
工
業

会
・
日
本
光
学
測
定
機
工
業

会
＝　

時
、
霞
山
会
館
（
東

15

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
）

▽
埼
玉
県
計
量
協
会
＝　
15

時
、

▽
東
京
都
計
量
協
会
＝　
17

時
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
市

谷
本
村
町
）
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（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
令
和
元
年

度
2
回
目
の
技
術
研
修
会
を

開
催
し
た
。
今
回
は
会
員
企

業
の
中
か
ら
候
補
を
選
び
、

そ
の
企
業
の
紹
介
か
ら
一
押

し
製
品
、
技
術
、
情
報
等
の

プ
レ
ゼ
ン
を
お
こ
な
っ
た
。

日
頃
会
員
同
士
の
交
流
は
あ

る
も
の
の
、
以
外
に
そ
の
企

業
が
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た

り
す
る
も
の
だ
。
そ
こ
で
今

回
初
の
試
み
で
会
員
企
業
の

4
社
に
絞
り
プ
レ
ゼ
ン
を
お

こ
な
っ
た
。
今
後
、
他
の
会

員
企
業
を
対
象
に
第
2
回
、

3
回
と
継
続
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
。
今
回
の
出
席
は　
14

名
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
2

0
0
9
年
（
平
成　

年
）
に

21

新
た
に
会
社
を
設
立
し
た
、

ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ジ
株
式
会

社
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
同
社

の
島
村
様
。同
社
は
圧
力
計
、

温
度
計
の
製
造
、
販
売
を
は

じ
め
校
正
業
務
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
を
主
に
お
こ
な
っ

て
い
る
。
お
客
様
の
用
途
に

合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
や

オ
ー
ダ
メ
イ
ド
に
も
対
応
す

る
。
ま
た
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

の
切
断
機
や
先
端
加
工
機

等
、
独
自
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
て
、
圧
力
計
関
連
の

ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対
応
し
て

く
れ
る
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

た
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答

を
お
こ
な
い
プ
レ
ゼ
ン
を
終

了
し
た
。

　

次
い
で
太
陽
計
器
株
式
会

社
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
江
藤

様
。
設
立
は
1
9
3
1
年
と

老
舗
の
計
測
器
商
社
で
、
古

く
は
ス
イ
ス
製
の
高
級
腕
時

計
の
輸
入
販
売
か
ら
始
ま
り

各
種
精
密
機
械
や
一
品
物
の

産
業
用
計
測
器
等
の
製
造
販

売
を
手
掛
け
て
い
た
。
現
在

は
米
国
キ
ャ
ン
ベ
ル
社
の

デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
は
じ
め
気

象
観
測
機
器
や
土
壌
水
分
計

測
機
器
等
の
輸
入
・
販
売
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
同
社
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
「
ル
ノ
メ
ー

タ
ー
」
と
言
う
織
物
密
度
測

定
器
（
ガ
ラ
ス
製
）
の
製
造
、

販
売
も
お
こ
な
っ
て
お
り
昭

和　

年
代
か
ら
現
在
に
至
る

20
ま
で
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
会
員
企
業
の
中
で

も
特
殊
な
事
業
内
容
だ
け
に

参
加
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で

プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
い
た
。

　

引
き
続
き
、
株
式
会
社
東

京
ミ
ュ
ー
精
器
の
プ
レ
ゼ

ン
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
同
社

の
遊
佐
様
。
創
業
は
1
9
7

7
年
（
昭
和　

年
）
関
西
の

52

ミ
ュ
ー
精
器
株
式
会
社
か
ら

分
社
し
た
会
社
だ
。
産
業
用

技術研修会のようす

2
0
2
0
年
計
量
計
測
関
係
団
体

新
年
会
日
程

 （
▽
団
体
名
＝
開
始
時
間
、会
場
の
順
）

▽
日
本
試
験
機
工
業
会
＝　
17

時
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
（
東

京
都
港
区
海
岸
）

【
1
月　

日　

】
▽
埼
玉
県

18

（金）

計
量
協
会
＝　

時
、
ホ
テ
ル

15

ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野
（
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
）

【
1
月　

日　

】

20

（月）

▽
愛
知
県
計
量
連
合
会
＝　
17

時
、東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦（
愛

知
県
名
古
屋
市
中
区
錦
）

【
1
月　

日　

】

23

（木）

▽
川
崎
市
計
量
協
会
＝　

時
15

　

分
か
ら
講
演
会
、　

時　

40

17

10

分
か
ら
懇
親
会
、
煌
蘭
川
崎

店
（
川
崎
市
川
崎
区
駅
前
本

町
）

【
1
月　

日　

】

24

（金）

▽
滋
賀
県
計
量
協
会
＝　

時
17

　

分
、
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア

30

ホ
テ
ル
（
滋
賀
県
草
津
市
西

大
路
町
）

▽
東
京
科
学
機
器
協
会
＝　
15

時
か
ら
第
1
部
、　

時　

分

18

30

か
ら
第
2
部
、
翌　

日　

8

26

（土）

時
か
ら
第
3
部
、
熱
海
後
楽

園
ホ
テ
ル
（
静
岡
県
熱
海
市

和
田
浜
南
町
）

▽
東
京
計
量
士
会
＝　

時
、

17

松
鶴
（
東
京
都
港
区
港
南
）

▽
大
阪
府
計
量
協
会
＝　

時
17

　

分
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ

30大
阪
（
大
阪
府
大
阪
市
天
王

寺
区
）

【
1
月　

日　

】

30

（木）

▽
日
本
硝
子
計
量
器
工
業
協

同
組
合
＝　

時
、
ホ
テ
ル
グ

17

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
東
館

（
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村

町
）
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